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１ 評価の目的 
 大学評価・学位授与機構（以下「機構」）が行う評価は，
大学及び大学共同利用機関（以下「大学等」）が競争的環
境の中で個性が輝く機関として一層発展するよう，大学
等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に評価するこ
とにより，その結果を，①大学等にフィードバックし，
教育研究活動等の改善に役立てるとともに，②社会に公
表することにより，公共的機関としての大学等の教育研
究活動等について，広く国民の理解と支持が得られるよ
う支援・促進していくことを目的としている。 
 
２ 評価の区分 
機構の行う評価は，今回報告する平成 14 年度着手分ま

でを試行的実施期間としており，今回は以下の３区分で
評価を実施した。 

(1) 全学テーマ別評価（国際的な連携及び交流活動）  

(2) 分野別教育評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 

(3) 分野別研究評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 
 
３ 目的及び目標に即した評価 
 機構の行う評価は，大学等の個性や特色が十二分に発
揮できるよう，教育研究活動等に関して大学等が有する
目的及び目標に即して行うことを基本原則としている。
そのため，目的及び目標が，大学等の設置の趣旨，歴史
や伝統，規模や資源などの人的・物的条件，地理的条件，
将来計画などを考慮して，明確かつ具体的に整理されて
いることを前提とした。 
 
 

○分野別教育 評価 「 人文 学系 」に つい て 

 
１ 評価の対象組織及び内容 
 今回の評価は，設置者から要請のあった大学の学部及
び研究科（以下「対象組織」）を対象とし，学部，研究科
のそれぞれを単位として実施した。 
 評価は，対象組織の現在の教育活動等の状況について，
原則として過去５年間の状況の分析を通じて，次の６項
目の項目別評価により実施した。 
(1) 教育の実施体制 
(2) 教育内容面での取組 
(3) 教育方法及び成績評価面での取組 
(4) 教育の達成状況 
(5) 学習に対する支援 
(6)    教育の質の向上及び改善のためのシステム  

２ 評価のプロセス 
(1) 対象組織においては，機構の示す要項に基づき自
己評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・デー
タを含む。）を平成 15 年７月末に機構へ提出した。 

(2) 機構においては，専門委員会の下に評価チームを  
編成し，自己評価書の書面調査及び対象組織への訪  
問調査を実施した。 

  なお，評価チームは，各対象組織により，教育目
的及び目標に沿って評価項目の要素ごとに独自に設
定された観点に基づき分析を行い，その分析結果を
踏まえ，要素ごとに教育目的及び目標の実現に向け
た貢献（達成又は機能）の程度を判断し，それらを
総合的に判断した上で評価項目全体の水準を導き出
した。 

(3) 機構は，これらの調査結果を踏まえ，その結果を
専門委員会で取りまとめた上，大学評価委員会で評
価結果を決定した。 

(4) 機構は，評価結果に対する意見の申立ての機会を  
設け，申立てがあった対象組織について，平成 16
年３月の大学評価委員会において最終的な評価結果
を確定した。 

 
３ 本報告書の内容 
 ｢Ⅰ 対象組織の現況及び特徴｣，｢Ⅱ 教育目的及び目

標｣及び「特記事項」欄は，対象組織から提出された自己評
価書から転載している。 
 「Ⅲ 評価項目ごとの評価結果」は評価項目ごとに，貢
献（達成及び機能）の状況を要素ごとに記述している。 
 また，当該評価項目の水準を，これらの状況から総合的
に判断し，以下の５種類の「水準を分かりやすく示す記述」
を用いて示している。 
・十分に貢献（達成又は機能）している。 
・おおむね貢献（達成又は機能）している。 
・相応に貢献（達成又は機能）している。 
・ある程度貢献（達成又は機能）している。 
・ほとんど貢献（達成又は機能）していない。 
なお，これらの水準は，対象組織の設定した教育目的及

び目標に対するものであり，相対比較することは意味を持
たない。 
 また，評価項目全体から見て特に重要な点を，「特に優
れた点及び改善点等」として記述している。 
 ｢Ⅳ 評価結果の概要｣は，評価結果を要約して示して 
いる。 
 ｢意見の申立て及びその対応｣は，評価結果に対する意
見の申立てがあった対象組織について，その内容を転載
するとともに，それへの機構の対応を示している。 
  
４ 本報告書の公表 
本報告書は，対象組織及びその設置者に提供するとと

もに，広く社会に公表している。 
 

 

◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価 

○大学評価・学位授与機構が行う大学評価について
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（１） 機関名 東京都立大学 

 

（２） 学部名  人文学部 

 

（３） 所在地 東京都八王子市 

 

（４） 学科・専攻構成 
哲学科 

  史学科 
  心理・教育学科 
   心理学専攻 
  教育学専攻 

社会学科 

社会福祉学科 

文学科 

 国文学専攻 

 中国文学専攻 

 英文学専攻 

 独文学専攻 

 仏文学専攻 

 

（５） 学生数及び教員数 

 ①学生数（括弧内は定員） 

第一部 539(444)名 

第二部 257(195)名 

 

 ②教員数（括弧内は定数） 

157(169)名 

（以下，P=教授，AP=助教授，L=講師，A=助手） 

哲学科  P=4, AP=6, L=0, A=2 

史学科  P=5, AP=8, L=0, A=2 

心理学専攻  P=3, AP=4, L=0, A=3 

教育学専攻 P=4, AP=4, L=0, A=3 

社会学科  P=5, AP=5, L=1, A=1 

社会福祉学科 P=5, AP=4, L=1, A=2 

国文学専攻 P=4, AP=4, L=1, A=3 

中国文学専攻 P=5, AP=4, L=0, A=1 

英文学専攻 P=12, AP=15, L=1, A=3 

独文学専攻 P=9, AP=9, L=0, A=2 

仏文学専攻 P=6, AP=5, L=0, A=1 

 

 

 
人文学部は創設時に「学問の有機的連関を理解した，

広くかつ深い生きた知識人を育てる」という理念を掲げ

た。この理念の具現化のために，当学部は学生にも教職

員にも自主と自由を尊ぶ気風の醸成に向けた努力を促し

つつ，研究と教育をすすめて今日にいたった。 
人文学部は 1949 年 4 月に旧制の都立高等学校，都立

工業専門学校，都立理工専門学校，都立機械工業専門学

校，都立化学工業専門学校及び都立女子専門学校の６校

を母体とし，都内唯一の公立の総合大学の中の一学部と

して発足した。人文学部の中には，人文学専攻（哲学系・

社会学系・史学系・国文学系・英文学系・独文学系・仏

文学系），法学専攻，経済学専攻が置かれ，1954 年には
心理学，教育学，中国文学の学系が増設され，1957年に
は法経学部が独立，昼夜通しの開講制度を第一部（昼間

課程の A類）と第二部（夜間課程の B類）の 2課程とし，
人文学科と文学科の 2 学科体制をとってきた。1987 年
には社会福祉学専攻を増設。1991年の八王子移転および
その後の学部再編計画によって，7 専攻を含む 6 学科に
再編され，さらに，98年 4月に１４講座からなる新しい
講座体制を確立した。なお，2005年度の新大学発足をひ
かえ，教員とりわけ助手の補充は保留状態になっている。 
人文学部の学生は，1年次の修了時点において，11の

学科・専攻のいずれかに所属することになっている。伝

統的に学生の第 1 希望を尊重してきたが，しだいに学
科・専攻の定員数と希望学生数および在籍学生数との間

の均衡を失するケースが生じてきた。そこで，学科・専

攻の定員数に基づいて受け入れ限度数を定め，教育環境

の充実を図ってきた。学生に対しては，入学時および 1
年次の秋に数度にわたって各学科・専攻ごとに専門分野

の授業内容や教育方針などのガイダンスを行い，進路決

定のために十分な情報を提供するようにしている。   
人文学部の発足当初より本学部所属教員は，全学共通

の教養科目・外国語科目から，人文学部共通科目，学科・

専攻の専門科目，そして大学院人文科学研究科(社会学科，
社会福祉学科は社会科学研究科)の科目までを提供して
いる。これは教養と専門との間の垣根を取り外すという

大学大綱化の考えを早くから取り入れていたものと評価

できる。それに加えて，１教員あたりの学生数が約５名

という，「少人数教育」が可能なことも，本学部の大きな

特長である。 
 

 

Ⅰ 対象組織の現況及び特徴 
 
※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 

１．現況 ２．特徴 
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【評価対象組織関係図】 
 
◎ 網掛けした学科が評価対象 
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東京都立大学人文学部は創設時に「学問の有機的連関

を理解した，広くかつ深い生きた知識人を育てる」とい

う理念を掲げた。この理念の具現化のために，当学部は

学生にも教職員にも自主と自由を尊ぶ気風の醸成に向け

た努力を促しつつ，研究と教育をすすめることを目指し

ており，それは以下の目的にまとめられる。 
 
（１）教養教育と結合して，学生に広く人類の歴史と文

化における個々の学問領域の位置と役割を認識さ

せることを目指す。さらに専門の知識や技術を習得

するのを助け，豊かな教養人を育てる。 
（２）みずから選んだ専門分野の基礎と先端の知識や技

術を身につけ，職業人として，あるいは専門研究者

として歩み出すための基礎を培う。 
（３）第二部（夜間コース B類）や社会人入学などを通

して，個性豊かな学生を受け入れ，社会にその教育

成果を還元していく。 
 
 

２．教育目標 

  
本学部では，教育の目的を実現するため，次のような

目標を設定している。 
（０１）学生受け入れ： 

a. 前期日程では第一次選抜を行い，専門教育に足る
基礎学力を持つ学生を求め，後期日程では小論文

によって総合力を持った学生を受け入れる。 
b. 勤労者，社会人を積極的に受け入れる。 
c. 帰国子女・中国引揚者等子女・社会人特別選抜な
どの一般入試とは異なった形態の入試を行うこと

で，様々な経験を有する学生の受け入れを行う。 
d. ホームページ，オープンキャンパス，高大連携授
業などを通して，本学部の周知をはかり，受験生

の関心の増大を図る。 
 
（０２）教育課程の編成： 

a. 専門知識だけに偏らない，豊かな教養を身につけ
させるように教育課程を編成する。 

b. 教養課程科目において，専門課程との間の連続性
を持たせる工夫をする。 

c. 専門課程において高度な教育内容を提供できる 

 
ようにする。 

d. 本学において履修困難な科目の場合には，海外を 
含め幅広い学習機会を提供できる教育課程を編成

する。 
e. 職業人として社会から要望されている資格（学芸
員・教員・社会福祉士など）がスムーズに習得で

きるよう教育課程を編成する。 
 
（０３）教育方法： 

a. 少人数教育が可能な条件を利用して，知識を一方
的に伝達する形態である講義よりも学生のさまざ

まな能力を向上させうる演習形式を重視する。 
b. 演習においては学生の討論の能力を向上させる
だけでなく，プレゼンテーション能力に重点を置

いた授業を行う。 
c. 専攻横断的な受講体制を整え，幅広い学習を可能
にする。 

d. 職業人や専門研究者の基礎として実習が必要な
領域については，実習授業を積極的に設置する。 

 
（０４）進学・就職支援： 

a. 少人数教育であるため，学生への助言がいつでも
可能となる態勢を取る。 

b. 就職支援のため卒業生や企業関係者による講演
会を開催し，就職活動への認識を深める。 

 
（０５）学習支援：  

a. ガイダンスを徹底し，学生の学科・専攻への移行
をスムーズにする。また合宿などを行うことで，

教員との交流を図り，助言などを行う。 
b. 付属図書館だけでなく，人文学部書庫に図書を保
管することで，学生の研究を促進する。 

c. チューター制度などによって，留学生を支援する。 
d. 情報ネットワークの改善を図り，パソコン利用な
どの支援を行う。 

 
（０６）授業改善の取組み： 

a. 自己点検・評価委員会を設置して，自己点検・評
価の活動を通じて，教育課程と授業科目展開の現

状と課題を把握する。 
b. 授業アンケートを学生・教員に行い，かつその評
価結果に対する担当教員・学科専攻・担当委員会

それぞれが検討を加えることによって，授業改善

の試みを行う。 
 

Ⅱ 教育目的及び目標 
 
※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 

１．教育目的 
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この項目では，対象組織における「教育の実施体制」に

ついて，「教育実施組織の整備に関する取組状況」，「教

育目的及び目標の趣旨の周知及び公表に関する取組状

況」及び「学生受入方針（アドミッション・ポリシー）に関す

る取組状況」の要素ごとに教育目的及び目標の実現に向

けた貢献の程度を判断し，それらを総合的に判断した上

で項目全体の貢献の程度を評価し，水準を導き出したも

のを示している。また，特に重要な点を「特に優れた点及

び改善点等」として示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】教育実施組織の整備に関する取組状況 
学科・専攻の構成は，哲学科・史学科・心理・教育学

科（心理学専攻）・社会学科・社会福祉学科・文学科（国

文学専攻・中国文学専攻・英文学専攻・独文学専攻・仏

文学専攻）から成っている。人文学部としてほぼ全ての

分野を網羅し，学生の希望に応えることが可能であるこ

とから，構成は優れている。 
教員組織の構成について，従来，教員定員を学科・専

攻に事実上固定していたが，学問領域の多様化，学生志

向の多様化に応じ，「日本語」・「朝鮮語」・「ロシア語」等

の新領域の定員化を実現した。教養科目・外国語科目か

ら，人文学部共通科目・学科・専攻の専門科目など，教

育上主要な領域を専任教員が担当しており，Ｂ類（第二

部）も含め非常勤講師依存率が低いことは，優れた点で

ある。また，年齢構成や出身大学についてもバランスが

とれており，近年の教員採用においては女性教員の割合

が高くなっていることからも，教員組織の構成は優れて

いる。 
 
【要素２】教育目的及び目標の趣旨の周知及び公表

に関する取組状況 
入学時及び学科・専攻の決定時には，学生にガイダン

スを行っている。またホームページにおいても，各学科・

専攻が教育目的及び目標の趣旨を周知・公表する体制を

整えている。しかし，学部案内等に教育目的及び目標の

明確な記載がなされていない点などから，学生・教職員

に対する周知・公表の取組には，問題がある。 
学外者に対しては，ホームページの公開の他，大学案

内の配付，大学説明会において学部の説明を行うといっ 

 
た取組を行い，教育目的及び目標の趣旨の周知・公表の

ための体制を整えているが，目的・目標自体の明確な記

載はされていないため，取組には問題がある。 
 
【要素３】学生受入方針（アドミッション・ポリシー）

に関する取組状況 
結果として学部の求める学生を入学させていることが

うかがわれ，また，帰国子女・中国引揚者等子女・社会

人等の特別選抜に取組んでいるが，学部としての学生受

入方針が明文化されていないことから，取組には問題が

ある。 
ホームページ，大学案内，各種募集要項等により入学

者選抜に関する情報を学内外に周知・公表する体制を整

えており相応であるが，学生受入方針自体が明確ではな

い点は，改善の必要がある。 
学生受入の方策として，帰国子女特別選抜・中国引揚

者等子女特別選抜といった多様な選抜試験を実施し，ま

た，社会人特別選抜により社会人を積極的に受け入れて

いる。更に，選抜試験の成績と入学後の成績の関連につ

いては「入学者選抜試験制度検討委員会」が試験の様態

別に追跡調査を行っている。これらの取組は，相応であ

る。 
 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 

 
教養科目・外国語科目から，人文学部共通科目・学科・

専攻の専門科目など，教育上主要な領域を専任教員が担

当しており，Ｂ類（第二部）も含め非常勤講師依存率が

低いことは，優れた点である。 
結果として学部の求める学生を入学させていることが

うかがわれ，また，帰国子女・中国引揚者等子女・社会

人等の特別選抜に取組んでいるが，学部としての学生受

入方針が明文化されていないことから，取組には問題が

ある。 

 

Ⅲ 評価項目ごとの評価結果  

１．教育の実施体制 
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 この項目では，対象組織における「教育内容面での取

組」について，「教育課程の編成に関する取組状況」及び

「授業の内容に関する取組状況」の要素ごとに教育目的

及び目標の実現に向けた貢献の程度を判断し，それらを

総合的に判断した上で項目全体の貢献の程度を評価し，

水準を導き出したものを示している。また，特に重要な

点を「特に優れた点及び改善点等」として示している。 
 
 
◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】教育課程の編成に関する取組状況 
教育課程の編成は，少人数教育を軸にした柔軟なカリ

キュラムとなっており，プレゼンテーション能力等の養

成にも配慮して演習・実習科目が多く設定されている。

また，大学院と学部の共通授業が設定されており，学部

学生にとっては学問上の刺激が得られること，問題を把

握する能力が向上することなど，有益であることが訪問

調査でも確認された。更に，「共通学部科目」が設定され，

博物館学・民俗学・書道・言語学・比較文学史のように

広範囲な分野にわたる学問を学生に提供し，「学問の有機

的連関を理解した，広くかつ深い生きた知識人を育てる」

という理念を生かすとともに，資格取得を支援している。

これらのことから，教育課程の編成は優れている。 
教育課程の編成上の配慮として，他学部・他学科の授

業を履修できるシステムが構築されており，学生が学

科・専攻の変更を希望した場合には，次年度当初に欠員

があった場合のみ，各学科・専攻が受入の可否を検討し

ている。また，実績として多くはないが，東京都が設置

している他の都立３大学（都立短期大学・都立科学技術

大学・都立保健科学大学）での履修も可能となっている。

更に，学生交換協定を結んでいる海外提携校（マッコー

リー大学，ウィーン大学）との単位互換も認められてい

る。インターンシップ（学生が在学中に企業等において

自らの専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行う

こと）については，東京都庁，神奈川県相模原市役所の

２カ所において実施され，単位認定も行われている。年

次進行判定制度も取り入れるなど，多様な取組がなされ

ており，優れている。 
 
【要素２】授業の内容に関する取組状況 
教育課程の編成の趣旨に沿った授業内容とするための

取組として，学生と教員の双方から授業評価アンケート

を行っており，その結果は学科・専攻ごとに教員にフィ

ードバックがなされている。また，「ひばりの声」という，

授業形態や授業内容に関する学生の意見を反映させるシ

ステムがあり，意見に対しては１件ごとに教養部掲示板

において文書回答を行っている。これらの取組は，優れ

ている。 
教育内容等の研究・研修（ファカルティ・ディベロッ

プメント，以下「ＦＤ」という。）については，自己点検・

評価活動において教員の意見をアンケート調査し，担当

委員会等に情報提供を行っているが，教員相互の授業参

観や研修制度など，学部としてのＦＤへの取組は十分に

なされていないため，問題がある。 
シラバス（各授業科目の詳細な授業計画）の内容や活

用方法に関しては，「授業概要」のホームページへの掲載

を行っている。しかし「授業概要」の記載内容には教員

ごとに差がみられ，また，成績評価基準が項目として記

載されていない。授業の経過を詳細に記述した補完的な

シラバスが教員独自に作成され，配付される場合もある

ものの，内容が十分には統一されていないため，取組は

相応であるが，なお改善の必要がある。 
 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成におお

むね貢献している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 

 
少人数教育を軸にした柔軟なカリキュラムとなってお

り，演習・実習科目が多く設定されている。また，大学

院と学部の共通授業が設定されており，学問上の刺激が

得られる，問題を把握する能力が向上するなど，有益で

あることが確認された。更に，「共通学部科目」が設定さ

れ，広範囲な分野にわたる学問を学生に提供し，理念を

生かすとともに，資格取得を支援している。これらのこ

とから，教育課程の編成は，優れている。 
学部としてＦＤへの取組は十分になされていないこと

は，問題がある。また，シラバスの内容が十分には統一

されていないため，改善の必要がある。 

 

 

２．教育内容面での取組 
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 この項目では，対象組織における「教育方法及び成績

評価面での取組」について，「授業形態，学習指導法等の

教育方法に関する取組状況」，「成績評価法に関する取組

状況」及び「施設・設備の整備・活用に関する取組状況」

の要素ごとに教育目的及び目標の実現に向けた貢献の程

度を判断し，それらを総合的に判断した上で項目全体の

貢献の程度を評価し，水準を導き出したものを示してい

る。また，特に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」

として示している。 
 

 

◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】授業形態，学習指導法等の教育方法に関する

取組状況 
専門科目における演習の占める割合が高く，実践的な

教育を行っている。また，個々の授業科目における学生

数が少ないことを活かし，少人数教育を実施している。

主要な教育領域では非常勤講師への依存率が低く，専任

教員による責任ある教育体制によって授業を行うことへ

の配慮がなされている。更に，年間予定に基づいてティ

ーチング・アシスタント（学部の教育補助業務を行う大

学院学生，以下「ＴＡ」という。）を授業補助に有効に活

用している。これらのことから，教育課程を展開するた

めの教育方法は相応である。 
一部の学科・専攻では，オフィスアワー（授業内容等

に関する学生の質問等に応じるための時間として教員が

あらかじめ示す特定の時間帯）を設定している。少人数

教育を活かし，教育方法等については各学科・専攻が自

主的な取組・判断を行っており，実際に有効に機能して

いることが訪問調査からも確認された。そのため取組は

相応であるが，学部全体としての活動が明確ではないこ

とについては，検討の余地もある。 
 
【要素２】成績評価法に関する取組状況 
成績評価基準の設定については，テストやレポートな

ど，授業内容に応じて教員各自に任されている部分が多

く，また，卒業論文の評価基準についても，通常の授業

科目と同様の評価基準によっている。なお，卒業論文は

専攻所属の，助手を除く全教員の合議により評点を決め

ており，透明性の確保に配慮されている。これらの取組

は相応であるが，学部としての成績評価基準の統一的な

策定，シラバス等への明記がなされていない点について

は，検討の余地がある。 
多くの学科・専攻が卒業論文の中間報告会を実施して

いる。また，学生の到達度を把握するため，独文学専攻

では「ドイツ語技能検定試験」を参考にするなど，各学

科・専攻が様々に工夫を行っている。成績評価に関する

取組は相応であるが，学部全体としての取組が明確では

ないことは，検討の余地がある。 
 
【要素３】施設・設備の整備・活用に関する取組状況 
講義室，実習室，演習室等は良く整備されており，ま

た情報処理関係施設には多数のパソコンが設置され，学

生に多様な OS に接する機会を提供している。附属図書
館やＡＶ施設棟の整備状況も充実している。更に，附属

図書館所属の蔵書を人文学部の書庫において管理し，カ

ードキーの利用により学生に貸出しを行うシステムを整

備している。図書を各学科で独自に管理することについ

ては，問題点も指摘されているが，十進分類に独自の整

理を加えているため専門の者に分かりやすいこと，専門

家が分類に携わるため図書の管理が行き届くこと等の利

点がある。これらのことから，施設の整備・活用状況は，

優れている。 
パソコン，ネットワーク環境等の情報関連設備の整備

を行い，更に学生に対して無線 LAN を利用するノート
パソコンの貸出しを行っていることは，優れた取組であ

る。なお，ノートパソコンは返却時に内容を初期状態に

戻すことにより，セキュリティ上の配慮もなされている。 
 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 

 
講義室，実習室，演習室や情報処理関係施設などの施

設の整備・活用状況は，優れている。また，パソコン，

ネットワーク環境等の情報関連設備の整備を行い，学生

に対して無線 LAN を利用するノートパソコンの貸出し
を行っていることは，優れた取組である。 
 

 

３．教育方法及び成績評価面での取組 
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 この項目では，対象組織における「教育の達成状況」

について，「学生が身に付けた学力や育成された資質・能

力の状況から判断した達成状況」及び「進学や就職など

の卒業後の進路の状況から判断した達成状況」の要素ご

とに教育目的及び目標に照らした達成の程度を判断し，

それらを総合的に判断した上で項目全体の達成の程度を

評価し，水準を導き出したものを示している。また，特

に重要な点を「特に優れた点及び改善点等」として示し

ている。 

 
 
◇目的及び目標に照らした達成度の状況 
 

【要素１】学生が身に付けた学力や育成された資質・能

力の状況から判断した達成状況 
学生が４年間で卒業する割合は，約８割で推移してい

る。留年した学生の大半は，５年間（留年後１年）で卒

業している。このことから，達成状況は相応であるが，

留年率が同程度のまま推移していること，留年者の実態

（原因等）を把握するための取組が学部として行われて

いないこと，また留年者を減らすための取組・工夫につ

いても学部として行われていないことは，今後検討の余

地がある。 
学生による授業評価結果からは，授業に対しての肯定

的な評価がうかがえる。また，学生の授業に対する満足

度は高いことが訪問調査においても確認された。このこ

とから，学生の授業評価結果等から判断した達成状況は，

優れている。 
 
【要素２】進学や就職などの卒業後の進路の状況から判

断した達成状況 
卒業後の進路の状況について，学部卒業生の大学院へ

の進学率は高いことから，教育目的及び目標に鑑みて達

成状況は適切である。しかし，卒業する学生のうち，就

職・進学以外の「その他」に分類される者が多数にのぼ

っている。また，「就職の手引き」の作成や，学生課就職

担当の設置といった取組を行っているが，学部としての

就職支援への積極的な取組，卒業生の追跡調査の実施な

ど，達成度をより高めようとする方策については，検討

の余地もある。 
雇用主による評価など，学生の卒業後の活動状況を把

握するための取組は特に行われておらず，今後検討され

るべき問題である。 
 
 
 

この項目の水準は，「教育目的及び目標において意図

する教育の成果が相応に達成されている。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 

 
学生による授業評価結果からは，授業に対しての肯定

的な評価がうかがえる。また，学生の授業に対する満足

度は高いことが訪問調査においても確認された。このこ

とから，学生の授業評価結果等から判断した達成状況は，

優れている。 

雇用主による評価など，学生の卒業後の活動状況を把

握するための取組は特に行われておらず，今後検討され

るべき問題である。 

 

４．教育の達成状況 
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 この項目では，対象組織における「学習に対する支援」

について，「学習に対する支援体制の整備・活用に関する

取組状況」及び「自主的学習環境（施設・設備）の整備・

活用に関する取組状況」の要素ごとに教育目的及び目標

の実現に向けた貢献の程度を判断し，それらを総合的に

判断した上で項目全体の貢献の程度を評価し，水準を導

き出したものを示している。また，特に重要な点を「特

に優れた点及び改善点等」として示している。 

 

 

◇目的及び目標の実現への貢献度の状況 
 
【要素１】学習に対する支援体制の整備・活用に関する

取組状況 
学生に対して，入学時に授業科目や専門，専攻の選択

についてのオリエンテーション，ガイダンスを行うほか，

学科・専攻を決定する際（１年次終了時）や，２年次に

も丁寧に指導が行われている。また，ガイダンス以外に

も，授業形態や授業内容に関する学生の意見を反映させ

るシステムである「ひばりの声」により，時間割に関す

る問題を解決した事例がある。なお，意見に対しては１

件ごとに教養部掲示板において文書回答を行っている。

これらのことから，取組は相応であり，きめ細かく行わ

れている。 
学習を進める上での相談，助言体制について，学部全

体でのオフィスアワーは特に設けていないが，各学科・

専攻による指導に任されている。学生数が少ないことか

ら，個々の教員によって学生に対して日常的に密接な指

導が行われている。また，セクシュアル・ハラスメント

への対応としては「セクシュアル・ハラスメントの防止

及び対策に関する規程」が策定されているほか，全教員

に対する研修が行われている。セクシュアル・ハラスメ

ント相談員は学生・教職員の求めに応じて随時相談を受

ける体制をとっている。更に，学生の精神的なケア，修

学上の問題に対処するための取組は，個々の教員がその

任を引き受けている。設備については，全学設備である

学生相談室と，常駐の職員が対応を行っている。これら

のことから，取組は相応である。 
 

【要素２】自主的学習環境（施設・設備）の整備・活用

に関する取組状況 
 自主的に学習できる環境の整備・活用として，パソコ
ン，ネットワーク環境等の情報関連設備の整備を行い，

学生に対して無線 LAN を利用するノートパソコンの貸
出しを行っている。ノートパソコンは返却時に内容を初

期状態に戻すことにより，セキュリティ上も配慮がなさ

れている。また，附属図書館所属の蔵書を人文学部の書

庫において管理し，カードキーの利用により学生に貸出

しを行うシステムを整備している。更に，情報関連機器

以外の「学生談話室」や「自習室」，「演習室」等につい

ても整備が充実しており，これらのことから，整備・活

用の状況は，優れている。 
 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成におおむ

ね貢献している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 

 
パソコン，ネットワーク環境等の情報関連設備を整備

している。また，附属図書館所属の蔵書を人文学部の書

庫において管理し，カードキーの利用により学生に貸出

しを行うシステムを整備している。「学生談話室」や「自

習室」，「演習室」等についても整備が充実しており，

整備・活用の状況は，優れている。 

  

 

 

５．学習に対する支援 
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 この項目では，対象組織における「教育の質の向上及

び改善のためのシステム」について，「組織としての教育

活動及び個々の教員の教育活動を評価する体制」及び「評

価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付けるシ

ステムの整備及び機能状況」の要素ごとに改善システム

の機能の程度を判断し，それらを総合的に判断した上で

項目全体の機能の程度を評価し，水準を導き出したもの

を示している。また，特に重要な点を「特に優れた点及

び改善点等」として示している。 
 

 

◇改善システムの機能の状況 
 
【要素１】組織としての教育活動及び個々の教員の教育

活動を評価する体制 
各学科・専攻から１名ずつ選出した自己点検・評価委

員により，学部に「部局自己点検・評価委員会」が設置

されている。各委員は全学組織である「自己点検・評価

委員会」にも出席する。このことから，組織として教育

の実施状況や問題点を把握し，評価する体制は整えられ

ている。また，自己点検・評価報告書も隔年ごとに発行

されており，体制は相応である。 
平成４年の大学基準協会への入会時以来，これまでに

外部者による具体的な教育活動の評価が行われていない

ことは，問題がある。 
個々の教員の教育活動を評価するため，自己点検・評

価委員会が「学生による授業評価アンケート調査」，「教

員による授業評価アンケート調査」を実施している。ま

た，アンケート結果は個人名の特定の有無など，各学科・

専攻の意向に沿った方式で取りまとめ，返却されている。

なお，授業評価アンケートの分析においては，個々の教

員の位置付けを大学全体，人文学部全体と比較した上で

明らかにする「ポジショニング技法」を活用するなどの

工夫がなされている。これらのことから，取組は相応で

ある。 
 
【要素２】評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に

結び付けるシステムの整備及び機能状況 
 評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付け

るシステムについては，全学組織である「自己点検・評

価委員会」及び「部局自己点検・評価委員会」以外の組

織が未整備であることから，問題がある。 
評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付け

る方策として，学生と教員による授業評価アンケートを

実施し，結果を各教員にフィードバックしている。また，

フィードバックされた結果についての分析・評価を自己

点検・評価報告書において行っているが，学部としての

組織的な活動はなされていないため，問題がある。 
 
 
この項目の水準は，「向上及び改善のためのシステムが

ある程度機能している。」である。 
 
 
◇特に優れた点及び改善点等 

 
平成４年の大学基準協会への入会時以来，これまでに

外部者による具体的な教育活動の評価が行われていない

ことは，問題がある。 
授業評価アンケートの分析においては，個々の教員の

位置付けを大学全体，人文学部全体と比較した上で明ら

かにする「ポジショニング技法」を活用しており，調査

方法には工夫がなされている。 
 
 

６．教育の質の向上及び改善のためのシステム
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１．教育の実施体制 
人文学部としてほぼ全ての分野を網羅しており，学

科・専攻の構成は優れている。また，教育上主要な領域

を専任教員が担当しており，非常勤講師依存率が低いこ

とは，優れた点である。 
学部案内等に明確な記載がなされていない点などから，

教育目的及び目標の学生・教職員に対する周知・公表の

取組には，問題がある。 
帰国子女・中国引揚者等子女・社会人等の特別選抜に

取組んでいるが，学部としての学生受入方針が明文化さ

れていないことから，取組には問題がある。 

 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
２．教育内容面での取組 
少人数教育を軸にした柔軟なカリキュラムとなってお

り，演習・実習科目が多く設定されている。また，大学

院と学部の共通授業が設定されており，学部学生にとっ

ては有益である。これらのことから，教育課程の編成は

優れている。 
自己点検・評価活動において教員の意見をアンケート

調査し，担当委員会等に情報提供を行っているが，学部

としてＦＤへの取組が十分になされていないことは，問

題がある。 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成におおむ

ね貢献している。」である。 
 
３．教育方法及び成績評価面での取組 
専門科目における演習の占める割合が高く，また，少

人数教育を実施している。専任教員による責任ある教育

体制によって授業を行うことへの配慮がなされているこ

となどから，教育課程を展開するための教育方法は相応

である。 
成績評価基準の設定については，教員各自に任されて

いる部分が多く，また，卒業論文の評価基準についても，

通常の授業科目と同様の評価基準によっている。取組は

相応であるが，学部としての成績評価基準の統一的な策

定，シラバス等への明記については，検討の余地がある。 
講義室，実習室，演習室や情報処理関係施設などの施

設の整備・活用状況は，優れている。また，パソコン，

ネットワーク環境等の情報関連設備の整備を行い，学生

に対して無線 LAN を利用するノートパソコンの貸出し
を行っていることは，優れた取組である。 
 

 

この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成に相応に

貢献している。」である。 
 
４．教育の達成状況 
学生が４年間で卒業する割合は，約８割で推移してい

ることから，達成状況は相応であるが，留年者を減らす

ための取組等については，今後検討の余地がある。 
雇用主による評価など，学生の卒業後の活動状況を把

握するための取組は特に行われておらず，今後検討され

るべき問題である。 
 
この項目の水準は，「教育目的及び目標において意図す

る教育の成果が相応に達成されている。」である。 
 
５．学習に対する支援 
入学時に授業科目や専門，専攻の選択についてのオリ

エンテーション，ガイダンスを行うほか，学科・専攻を

決定する際や，２年次にも丁寧に指導が行われているこ

とから，取組は相応である。また，学習を進める上での

相談，助言体制についても，取組は相応である。 
情報関連設備を整備し，また，附属図書館所属の蔵書

を人文学部の書庫において管理し，学生に貸出しを行う

システムを整備している。「学生談話室」や「自習室」，

「演習室」等についても整備が充実しており，整備・活

用の状況は，優れている。 

 
この項目の水準は，「教育目的及び目標の達成におおむ

ね貢献している。」である。 
 
６．教育の質の向上及び改善のためのシステム 
大学基準協会への入会時以来，これまでに外部者によ

る具体的な教育活動の評価が行われていないことは，問

題がある。授業評価アンケートの分析においては，「ポジ

ショニング技法」の活用など，取組には工夫がこらされ

ており，相応である。 
評価結果を教育の質の向上及び改善の取組に結び付け

るシステムについては，全学組織である「自己点検・評

価委員会」及び「部局自己点検・評価委員会」以外の組

織が未整備であることから，問題がある。 
 
この項目の水準は，「向上及び改善のためのシステムが

ある程度機能している。」である。 

Ⅳ 評価結果の概要  
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 東京都立大学は１９４９年（昭和２４年）に，都立高

等学校，都立工業専門学校，都立化学工業専門学校，都

立理工専門学校，都立女子専門学校，都立機械工業専門

学校の都立６高専を母体として成立し，１９９９年に５

０周年を迎えた。平成１２年３月に東京都立大学事務局

企画調整課によって編集・発行された『東京都立大学五

十年史』をもとに，都立大学の目指してきたところを大

学移転を含めて明らかにしていきたい。 

 戦後東京都は，６高専を基礎とする総合大学の方針を

固め，１９４７年に「都立綜合大学準備委員会」が設立

され，同年「都立綜合大学準備委員会答申」が出された。

そこで出された答申のなかで「大学の理念」が次のよう

にうたわれている（『東京都立大学五十年史』p.10）: 

イ 学科の綜合性発揮，ロ 大学の解放，ハ 学術研究

の社会進出 ニ 経済体制の確立 
 この理念の中心となるのは，学科・専攻に縛られない

自由聴講制，昼夜開講制，自由学生制度（聴講生制度），

都民生活への寄与であり，これが都立大学の今までにい

たる基本方針であることは，自由なカリキュラム，聴講

制度，第二部（B類）の存在から明らかであろう。 
 都民への寄与の点で言えば，開学時に人文学部では「都

市社会学」が設置されており，各学部に都市関連講座が

増設され，１９７７年の都市研究センターに結実するこ

とは特筆すべきことである。 

 自由聴講の精神から見れば，開学時の昼夜開講制は，

従来の夜間学部とはまったく違う制度であり，１．昼夜

を通して同等の授業を行う。２．学生は昼夜の授業を自

由に聴講できる。となっていて，学生の昼・夜の区別は

されず，夜間の受講のみを行う者は卒業に５年かかると

いう規程のみであった，というのも本学らしい制度であ

った。しかしながら，このような制度は教職員の負担を

招き，また１９５５年の文部省の指導により，現行の A

類，B 類の制度となった。 

 施設の老朽化や，大学改革を進めるための「大学改革

委員会準備会」が発足したのが１９７０年であり，それ

以降，１９７３年の「校地問題検討委員会」設置に伴い，

大学移転の候補地の検討が始まった。多摩ニュータウン

西部地区への移転が正式に決定されたのは１９８４年の

ことであった。１９８５年に「移転基本方針骨子（案）」

（『東京都立大学五十年史』p.58）が作成され，その中

での基本理念は，１．高い教育研究水準の維持向上。２．

国際交流の促進，３．昼夜開講制の維持発展，４．地域

の文化的発展への寄与，５．開かれた大学と都政への寄

与，が挙げられていて，項目の３～５に開学時の精神が

息づいており，この移転の際にも本大学の特色である，

１．小規模な大学，２．少人数教育，３．昼夜開講制，

４．学部の枠を越えた自主的な履修，５．都政および都

民生活への寄与，を維持･発展させる形での新大学を目指

していた。この流れの中で，社会福祉学科が新設され，

学生定員増も行われている。また「国際交流」の観点か

らは，留学生の受け入れ増，外国人教員の採用，単位互

換の制度化などが進められ，「大学の開放」の観点から

は，入学者選抜の多様化（帰国子女，社会人選抜）など

が進められた。 

 以上のように都立大学は少人数教育，自由な履修など

の開学時の精神を保持しつつ，南大沢で統一キャンパス

を得るところまで来た。現在東京都の財政問題でかなり

の教職員減という事態になっているものの，２００５年

開学の新大学に向けて動いているところである。新大学

においても，今までの成果を受け継いでいき，「都民の

ための大学」を実践していこうとするものである。 
 
 

◇ 特記事項 ※ 対象組織から提出された自己評価書から転載 


